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第１章 策定の趣旨と位置付け

１ 策定の趣旨

下水道には、快適な生活環境を守る役割

があります。

将来にわたり下水道を持続させるため

盛岡市下水道ビジョン2045を策定

公衆衛生の向上 公共用水域

の水質保全

浸水防除

しかし

人口減少や施設の老朽化など

の課題に直面しています。
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第１章 策定の趣旨と位置付け

２ 下水道事業の概要

(1) 下水道事業とは 盛岡市の下水道事業は、次の３つで成り立っています。

公共下水道 農業集落排水 浄化槽

主に市街地における汚水や雨水
を排除又は処理するために地方
公共団体が管理するもの

家庭から出る生活排水を集落単
位で処理して、農業などで使わ
れる水をきれいに保つもの

微生物の働きなどを利用して汚
水を浄化し、きれいな水にして
放流するための施設で、各家庭
の敷地内に設けられているもの
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第１章 策定の趣旨と位置付け

２ 下水道事業の概要

(2) 汚水処理人口(※)普及状況（令和５年３月31日現在）

（※）汚水処理人口

汚水処理施設が整備された区域に住んでいる人口

行政区域内人口（人）
Ａ

汚水処理人口（※）（人）
Ｂ

汚水処理人口普及率（％）
Ｂ/Ａ

盛岡・
都南地域

玉山地域 盛岡市計
盛岡・
都南地域

玉山地域 盛岡市計
盛岡・
都南地域

玉山地域 盛岡市計

公共下水道

270,656 10,951 281,607

248,653 5,137 253,790 91.9 46.9 90.1

農業集落排水 6,322 508 6,830 2.3 4.6 2.4

浄化槽 7,661 3,953 11,614 2.8 36.1 4.1

計 270,656 10,951 281,607 262,636 9,598 272,234 97.0 87.6 96.6

公共下水道

93%

農業集落排水

3%

浄化槽

4%

＜汚水処理人口＞

９割以上が

公共下水道
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３ 計画の位置付け

○ 上位計画である「盛岡市総合計画基本構想」や「盛岡市総合計画実施計画」の部門計画

○ 総合計画を上位計画としている「盛岡市都市計画マスタープラン」 とも関連

（※）盛岡市都市計画マスタープラン

望ましい都市像をまちづくりの目標として 明確にし、この目標

の実現に向けて、都市計画の諸施策を総合的かつ体系的に展開し

ていくため、市民参加のもとに策定する将来のまちづくりへ向け

た基本方針

市町村が行う都市計画（土地利用、道路・公園・下水道等の都

市施設整備，市街地開発事業等）は、この「都市計画マスタープ

ラン」に則して実施される。

第１章 策定の趣旨と位置付け

（※）
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はじめに

４ 計画の期間

○ 盛岡市下水道ビジョンは令和７～26年度の20年間の計画

○ 盛岡市下水道事業基本計画は、盛岡市総合計画に合わせ、10年間の計画

○ 盛岡市下水道事業経営戦略は、令和７～26年度の20年間の計画であり、４年ごとに見直しを行います。

※ 上記にかかわらず、社会環境の急速な変化や、各施策の達成状況等を踏まえ、必要に応じて見直しを行います。

第１章 策定の趣旨と位置付け
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○ 汚水・雨水処理整備の推進

○ 改築時代への備え

○ 有収水量の減少と維持管理費増額の厳しい財政状況の改善

はじめに

５ 基本理念

盛岡市を支える下水道を未来へつなぐ

安全・安心・快適なくらしを守ります

持続可能な経営を行います

下水道への理解の促進を図ります

施
策
の
方
向
性

①

②

③

はじめに第１章 策定の趣旨と位置付け

背景
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１ 施策の方向性

(1)安全・安心・快適なくらしを守ります

はじめにはじめに第２章 盛岡市下水道事業基本計画2025

内水ハザードマップ

○ 災害に強い下水道の構築

○ 下水道機能の維持

○ 汚水処理施設の整備

○ 公共用水域の水質保全

マンホール洗浄の様子

汚水管布設工事の様子 中川原簡易水処理施設東見前ポンプゲート場
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はじめにはじめに第２章 盛岡市下水道事業基本計画2025

２ 施策の主な取組

施策の主な取組、実施事業については、現状と課題を整理し、局内で検討を進めます。

○ 経営・財政改善

○ 運営体制の強化

(2)持続可能な経営をを行います

(3) 下水道への理解の促進を図ります

○ 下水道の見える化

下水道使用料

菅の設置、管理など

イベントの開催動画配信
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３ 計画の進行管理

基本計画は、施策ごとに指標を設定し、指標の達成状況や環境の変化に合わせて、取組内容を毎年度見直

しながら、進行管理していくこととします。

その上で、最終年度において、取組状況や達成見込みを踏まえ、次期計画「盛岡市下水道事業基本計画

2035」に反映させていきます。

はじめにはじめに第２章 盛岡市下水道事業基本計画2025
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

下水道使用料収入の減少に伴い、純利益も減少

１ 下水道事業の状況

(1) 公共下水道事業（財政状況）
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

１ 下水道事業の状況

(2) 公共下水道事業（流域下水道維持管理負担金）

(千㎥) (千円)

排水量は横ばい傾向に対し、
負担金は増加傾向

【北上川上流流域下水道】

県が事業主体であり、複数の市町の下水を

処理しています。盛岡市は都南処理区の中に

あり、ほかに滝沢市、矢巾町、雫石町の公共

下水道からの下水を処理しています。処理に

係る維持管理負担金は、排水量に応じて、そ

れぞれの市町が負担しています。

都南処理区の処理施設は、昭和55年から稼

働しています。今後、施設の老朽化により維

持管理費の増加や、電気料金の高騰により、

市町の負担金の増額が懸念されます。

※税抜額
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

１ 下水道事業の状況

(3) 農業集落排水事業（整備状況等）

○ 区域内人口は減少傾向
○ 水洗化接続率は増加傾向
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

１ 下水道事業の状況

(4) 農業集落排水事業（財政状況の推移）

管理費は増加傾向
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

１ 下水道事業の状況

(5) 浄化槽事業（整備状況）
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

１ 下水道事業の状況

(6) 浄化槽事業（財政状況の推移）

○ 浄化槽設置整備事業（補助制度）

○ 公設浄化槽事業

個人が設置する浄化槽に対する補助金交付

主な歳入は国・県補助金、歳出は補助金

平成20～27年度玉山地域で設置事業を実施し、

現在は施設管理を行っている。

主な歳入は使用料、一般会計からの繰入金、

歳出は管理費、公債費（起債の償還）
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

２ 将来の事業環境（公共下水道）

(1) 処理区域内の人口の予測

20年間で約15％減少の見込み

人
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(2) 使用料収入の見通し
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

２ 将来の事業環境（公共下水道）
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管渠布設工事費 管渠更生工事費 その他

(3) 建設改良費
千円

○ 汚水管布設工事：令和20年度頃整備終了

○ 管渠更生工事 ：令和24年度頃から急増

将来的に建設改良費は増加していく
汚水管布設工事 管渠更生工事

建設改良費増加
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

３ 今後の取組

(1) 旧中川原終末処理場の解体

【中川原終末処理場】

本市の東南部、中津川左岸の既成市街地か

ら東方の小高い山地に向かって市街地化が進

んでいる地域を処理区域としていましたが、

平成25年４月１日から、市内全区域が岩手県

北上川上流流域下水道にて処理されたことに

より、役割を終えました。

(2) 不明水（※）対策

【不明水対策】

不明水は下水の処理費用の増大も招き、下水道経

営への負担にもつながります。このことから、これ

までの発生源を特定した修繕だけではなく、老朽化

対策と組み合わせた効率的な取り組みを検討し、不

明水の増大を防いでいくこととします。

令和７～20年度

（※）不明水

下水道の汚水管に何らかの原因で流入する雨水や地下水のこと。

不明水が入ると、管渠の排水能力以上の水が流れるため、大雨時にマン

ホールから汚水があふれたり、地下水の流入により雨がやんだ後もトイレ

が使えないなど市民生活に悪影響を及ぼす原因となる。今後、老朽化の進

行により、不明水が増えることが危惧される。
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第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025

４ 今後の取組方針

経費の抑制 と 最大限の事業効果発揮 の両立

将来にわたり下水道を持続させるため

① 下水道施設の適正維持

② 効率的な事業運営

○ 下水道施設の計画的な調査・点検・修繕・改築の実施

⇒ 省エネルギー化・耐震強化など機能向上も併せて図る。

○ 施設の機能維持・延命化等効率的な維持管理

○ 民間委託等組織の効率化の検討

○ 未接続者への戸別訪問などの実施

具体策

盛岡市を支える下水道を未来へつなぐ基本理念：
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(1) 収益的収支

５ 投資・財政計画（公共下水道事業）

令和７年度以降全て純損失が発生

旧中川原終末処理場解体による増額

第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025
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(1) 収益的収支

５ 投資・財政計画（公共下水道事業）

令和７年度以降全て純損失が発生

第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025
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(2) 資本的収支等

５ 投資・財政計画（公共下水道事業）

第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025
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(2) 資本的収支等

５ 投資・財政計画（公共下水道事業）

管渠更生増加により建設改良費が増加

※農業集落排水事業・浄化槽事業の投資・財政計画は、官庁会計ベースで作成し、公営企業会計決算
を踏まえ、改めて作成予定

第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025
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まとめ

○ 下水道使用料の減少

○ 施設の老朽化

○ 流域下水道維持管理負担金は

増加傾向

○ 建設改良費の増加

○ 大規模事業の実施

○ 純損失の継続

下水道使用料改定により

盛岡市を支える下水道を未来へつなぐ

第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025
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６ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

盛岡市下水道事業基本計画2025との整合性を図りながら、毎年のローリングを実施し進捗管理を行い、状

況を「盛岡市上下水道事業経営審議会」で報告します。

また、４年に１度、下水道使用料の妥当性を含めた経営状況の見直しをし、必要に応じ、経営戦略の改定

を行います。

第３章 盛岡市下水道事業経営戦略2025
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【参考】

下水道使用料料金表
（１か月分）

※消費税等を含む。

下水道使用料 順位表
（岩手県内14市）

※順位は料金が高い順
※消費税等を含む。
※一部自治体は、使用料改定
見込額を含む。

１か月当たり（単位：円）


